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チ
ユ

l
ネ
ン
M

仏
軍
潟
知
の
如
く
、
の
偽
憎
い
紙
袋
治
以
て
川
留
ま
れ
る
持
、
都
市
か
ら
の
距
織
の
火
小
に
如
何

み
で
あ
ら
う
か
し
「
と
い
う
間
部
や
娘
取
し
も
都
市
の
周
期
に
数
強
の
農
業
経
納
燃
料
市
議
の
陪
心
聞
や
直
制
約
し
た
。
売
っ
、
都
市
に
約
し

内
鶴
の
留
に
は
、
国
語
の
知
念
白
山
式
経
替
が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
の
駒
山
式
、
と
は
輪
作
の
阪
序
や
臨
躍
す
る
必
要
な
く
も
い
抑
制
判
な
る
作
物

会
も
怪
意
に
栽
均
し
特
妙
心
と
い
う
意
味
で
あ
ゆ
え
熱
し
な
が
ら
こ
の
様
の
農
業
経
峰
山
は
少
し
距
離
が
速
く
な
る
と
急
激
じ
牧
益
力
ぞ
抵
下
し

間
も
な
く
こ
れ
と
金
く
兵
っ
た
的
閣
の
土
地
利
用
形
態
の
牧
続
力
以
下
と
な
る
。
か
く
て
第
二
滋
が
始
ま
る
が
、
そ
れ
は
林
業
で
あ
ら
。
次
に

第
一
一
一
闘
で
は
輪
作
式
経
営
に
よ
ゐ
判
中
耕
が
行
わ
れ
穀
作
物
と
の
開
に
交
替
が
な
さ
れ
ゐ
。
第
凶
践
で
は
…
捕
の
穀
卒
式
出
芯
鴨
川
凶
器
三
字

額

oymm仲
が
支
眼
的
と
な
り
、
土
地
が
交
替
に
和
総
作
付
さ
れ
、
し
か
し
て
放
牧
さ
れ
る
。
こ
の
隈
畿
は
他
の
悶
域
に
比
絞
し
℃
最
も
撰

ν

織
に
亙
っ
て
経
加
附
さ
れ
る
。
第
五
間
は
休
部
川
凶
器
内
川
刊
誌
ぞ
伴
、
ヱ
一
式
的
判
識
の
地
帯
で
あ
る
。
除
後
に
B

穀
物
故
時
じ
と
つ
て
は
運
活
授
が

高

過

ぎ

ゐ

ょ

う

い

い

な

る

七

め

‘

に

続

く

。

史

に

そ

の

外

開

は

、

椴

令

問

問

一

の

組

決

な

ト

ヱ

壊

が

お

持

続

縦

61 -

み
が
答
ま
れ
ゐ

っ
て
い
て
も
‘

守
dα
ペ
引
凶
必

1
1ヘ
z
ト
こ

す
訴
事
ゴ
)
r
w
b〆
i

多
ノ'JJ
/ 

と
い
う
の
で
あ
み
。

て
空会いか
しるか

。(~)Õ

汚
み

方
は

れ
て
E

と
な
っ

の
地
帯
的
な
問
問
強
引
な
麹
化
会
我
践
の
謀
議
に
つ
い
て
昆
出
す
こ
と
は
同
級
で
あ
の
令
部

、BJ。。

ち
我
開
問
の
謀
議
経
後
円
形
態
は
概
し
に
乏
し
く
も
総
じ
て
米
作
中
心
主
義
に
揃
っ
て
い
る
。
(

綴
併
後
方
式
及
び
綿
殺
形
態
の
的
訴
は
、
な
お
盤
崩
仰
に
お
い
て
訟
味
す
る
と
こ
ろ
が
統
一
さ
れ
て
な
い
。

と
は
、
農
家
に
お
け
ゐ
慾
浅
紛
の
組
合
拾
三
こ
れ
ら
役
援
物
の
生
尚
一
方
法
ー
な
メ
ん
タ
マ
l

ル
と
し
た

定
物
の
種
領
、
常
九
日
没
び
生
4

仕
方
法
が
紛
糾
同
ナ
ゐ
幼
合
、
こ
れ
た
絡
波
形
態

3
2門町内閣ぴ出向。司
8
2〉

鑓
部
門
が
米
作
い
な
ら
幼
合
、
こ
の
形
態
役
糸
約
い
抑
制
郡
山
と
M
T
び、

チ
ユ

1
・
年
ン
が
あ
げ

と
こ
勺
は
摂
営
方
式
(
切
弘
氏
忠
良
3
2
3ろ

な
拾
し
、
農
家
そ
築
制
開
始
に
と
っ
て
、
そ
の
生

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
的
お
え
ば
、
最
も
主
援
な
抑
制

し
か
し
て
侭
が
栄
一
切
な
る
続
響
詩
出
向
か
は
、
般

制

m
淡
山
内
十
研
究



民
ル
ポ
総
佼
方
式
と
地
代
形
態

矢

に
そ
の
生
出
物
の
良
家
粗
牧
入
に
お
い
て
占
め
る
訓
合
で
ぎ
め
為
。

山
一
『
O
E
ロ
ロ
出
白
山
口
ユ
ロ
げ
4
0
口
同
，
F
Z
S
ロ
(
ミ
∞
凶
j
e
t
-

∞
U
U
)
w

口
問
円
山
由
O
]
目
白
吋
昨
日
ω
S
白
昨
日
ロ
回
目
紅
白
げ
口
出
向
田
口
片
山
円
四
円
回
出
血
司
r
・
2
n
v
同
伴
ロ
ロ
仏
Z
注
目
。
ロ
丘
町
戸
内
O
口
O
H
H
M
F
一
∞
M
m
r
z
E
H
m
ト
ロ
片
山
・
3
5唱
曲

--N・

凶
例
え
ば
同
，
H
T
W
仏
広
島
旨
円
$
0
3
H
W
四
日
片
品
開
m
N
R
4
司
目
立
回
口
富
山
昨
日
目
白
V
E
円
円
m
m
E
E
C
S
a
w
-
甲
山
u
h
p
即
日
E
n
F
h
z
g
u
o
p

と]向田HHMm-ロ白】白ロ仏司日同門回口同阿国注目口町四回目可目白
σ包
叩
宮
吋
m
u
-
U
{
吋
一
、
H
，
F
H
凶
円
山
口
日
ロ
ロ
田
口
P
。
向
。
四
日
同
O
口
。
B
出
向
仏
叩
回
目
白
口
仏
司
町
宮
町
甘
え
昨
日
山
口
町
巾
ロ
凶
叩
円
三
叩
ぴ
叩
♂

の
門
戸
口
弘
吋
目
的
師
会
出
吋
ω
O
N
目
白
日
出
目
円
。
ロ
O
B
出
向
・
寸
同
・
〉
σ了
]
巾
UMM-

等
が
そ
の
代
表
的
た
・
も
の
で
あ
る
。
叉
チ
ユ

1
ネ
シ
四
諭
の
む
詮
的
附
仇
九
J
h
幾
お
現
わ
れ
て
い
ゐ
。
例
え
ば
、

巧
・
同
吉
田
口
E
3
2
丘町
D
E
E
r
o
g
g
w
色
町
田
k
p
n
w
R
E
g
g
ι
2
2
8白
川

o
d
G
B
E
H
a
z
p
]
∞
明
甲
山

出
・
巧
z
r
s
g
p
り
日
自
由
ロ
昨
日
付
巾
戸
田
口
広
三
江
田
岳
山
内
門
戸
ロ
仏
仏
間
的
〈
O
口
寸
宮
ロ
自
国
各
自
の
四
回
目
F
日
∞
週
一

切
口
問
州
四
日
げ
円
巾
口
}
見
切
り
同
日
間
州
巾
o
m
同
町
四
日
V
F
目
的
口
げ
日
〈
而
H
-
Z
ロ
ロ
ロ
岡
弘
巾
吋
の
込
吋
冊
目
門
同
日
目
)
吋
即
日
凶
日
山
口
仏
間
口
〈
巾
吋
冊
目
ロ
山
間
同
巾
ロ
ω
同
白
出
門
巾
ロ
〈
O
ロ
】
∞
m
N
U
目
的
一
甲
U
U
W
一
甲
山
凶
一

回目
ω
円
げ
O
B
q
u
N
戸
円
。
由
D
m
円
山
一
句
]
凶
山
由
仏
印
円
}
戸
田
口
問
】
宮
山
口
E
W
E
B
ロ
}
同
口
会
之
江
山
口
何
回
同
町
立
山
口
町
四
ロ
切
呉
氏
巾
σ
叫
白
百
件
司
自
由
二
氾
ω
一

円
四
回
巧
向
日
ぴ
m
f
H
U
円
O
E
白
自
由
己
申
門
戸
向
ロ
仏
当
日
目
仲
間
口
町
田
常
的
問
。
c
m
円
a
E
m
-
-
3
u
・

F
:
》

〉

。

剖
一
千
泊
中
占
‘

ι
ー

問
問
削
和
一
一
十
二
年
八
万
一
日
の
臨
時
起
業
セ

γ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
生
ィ
作
物
の
八
O
%
以
上

blH袋
、
市
討
す
る
故
山
本
が
会
悦
の
間
七
・
六
%
、
生
バ
切
の
一
一

。
%
以
上
堂
版
氏
す
る
良
山
本
台
、
阪
目
、
に
よ
っ
て
得
た
牧
人
に
つ
い
て
稲
作
枚
入
が
問
。
%
以
上
の
J
H
の
が
全
脱
の
一
一
一
問
・
八
%
な
占
め
ゐ
。
従
っ
て
、

我
凶
の
大
部
分
の
州
民
家
(
九
一
・
問
%
)
米
自
治
決
菜
、
稲
作
訳
業
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
。
府
収
と
は
多
少
枝
川
刊
h
k
m
k
に
す
，
Q

と
い
わ
れ
る
北
付
氾
設

業
に
お
い
て
さ
え
、
自
治
設
中
款
は
全
総
の
コ
五
。
九
%
、
稲
作
良
家
が
一
一
六
・
O
%
万
全
胞
の
ル
ナ
分
以
上
が
こ
の
形
の
良
家
守
あ
ゐ
。

以
上
の
関
係
は
、
同
州
市
街
及
び
綴
管
別
地
問
結
別
段
・
米
戸
数
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
ゐ

o
mち
、
二
十
一
一
一
年
庶
民
林
符
統
社
支
に
よ
九
ば
、
川

地
五
、
ゴ
八
七
、
九
四
八
、
七
町
歩
の
う
ち
水
田
は
コ
、
九
一
九
、
て
O
八
、
流
町
歩
、
比
率
に
し
て
五
五
・
二
%
た
占
め
、
水
川
本
の
は
れ
も
低
い
北
ω

沼
(
一
一
O
@
三
%
)
に
お
い
て
さ
え
、
水
悶
は
一
五
五
、
。
一
入
、
て
町
歩
で
第
一
一
位
作
拘
た
ゐ
馬
鈴
裂
の
八
九
、
一
一
一
川
O
町
歩
を
大
き
く
引
な
叫
附
し
て

い
司
令
。
叉
、
一
方
、
八
・
一
セ

γ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
将
鈴
掛
川
市
杭
つ
町
歩
末
、
前
の
政
袋
一
が
ん
中
一
間
の
九
四
・
一
一
一
%
u
y
h
向
め
、
組
じ
て
山
円
九
州
政
家
稲
作
政
家

の

比

重

一

が

如

何

に

大

き

い

か

を

物

誇

っ

て

い

る

。

、

然
ら
ば
こ
れ
沿
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
。

〉(
 

総
じ
て
‘
農
業
が
自
然
経
怖
の
段
階
に
あ
み
と
き
の
本
質
的
な
特
徴
は
、
経
川
悼
の
一
体
性
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
勿
論
、

-62-

我
問
の
州
民
業



の
段
階
と
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
然
し
な
が
ら
‘
は
{
一
筑
銭
的
指
作
総
符
で
あ
っ
て
、

し
‘
家
計
の
内
日
給
段
令
高
め
る
七
め
、
総
泌
が
山
野
山
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
ぞ
見
逃
す
ペ
、
品
川
、
で
な
い
。
即
ち
，
我
肉
の
投
ゅ
は
る
約
作
ゃ
い

中
心
と
し
つ
つ
む
多
経
多
識
の
作
物
が
同
時
に
少
し
づ
っ
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
殺
っ
て
，
設
誌
で
よ
り
柏
崎
域
的
分
業
が
縫
い
低
的
じ
一
り
わ
れ

て
い
る
プ
メ
ヲ
カ
の
如
く
‘
そ
の
土
地
の
主
嬰
燃
路
物
&
り
上
げ
ゐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
方
の
民
地
一
市
J
3
1

特
色
づ
け
ゐ
こ
と
が
出
来
な

い
。
叉
羽
交
訟
の
護
法
し
た
今
門
ぬ
で
は
、
チ
ユ

i
ネ
ン
が

て
誠
一
選
究
の
凱
(
え
ゐ
桜
山
川
け
が
比
較
的
に

市
治
吃
叫
防
車
こ
主
コ

を
J

，々
a
Tサノ
J
i
d
z
許、，、
J

く、山川…同社》おバ川口同会乃

f
;
4
f
f
f
 

れ
仁
現
象
で
あ
っ

で
も
あ Jis
Z弘元。
強格
しの

よ

h
ツ

刊

K
E
hり
こ

j
iす
J
L
ι
pーも

こ
の
執
よ
り
問
題
点
初
解
明
す
る
こ
と
が
、
よ
り
本
伐
的
な
鮮
品
川
知

方

(2) (11 主
ic戸、

常)

~1.. 
/;J 。

間
，
・
〉
岱
H
d
u
u
o
m
w
u

∞
昨
日
々
向
円
相
料
品

M

門
戸
吋
ヨ

1
2
1門
部
門
戸
可
知
山
内
即
日
開
げ
吋
母
ふ
命
的
伊
田
口

a
c知
H
H諮
問
守
{
巾

V
o
u
-
-
m
w
・
目
的

知

者

、

昭

一

一

六

、

O
一
氏
以
下

-63 

の
純
牧
採
の
校
現
沿
目
的
と
し

の
総
数
訴
を
約
束

?ω
々
が
知
ふ
き
形
に
お
い

~1.. 
1;;) 

ち
の

あ
り

そ
の
地
帯
の
興
え
ら
れ
仁
捺
件
に
お

F

L

 

J
B苛
4

J

い
て
故
ん

く
の
反
訴
を
揺
く
か
も
知
れ
ぬ
。
何
と
な
れ

っ
て
、
我
制
問
の
如
く
小
農
的
生
湾
総
採
が
ふ
げ
〈
盤
的
な
と
こ
ろ

る
。
然
し
、

れ
る
。
も
と
よ
り
、
か
か
る
考

に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
多

こ
の
場
合
‘

同
州
、
か
か
る

に
企
業
的

る
こ
と

ゐ
ち
の
で
あ

せ
る
か
ら
マ
あ

な
か
に
捲
き
込
ま
れ
、
法
夜
物
が
一
前
日
間
位
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
品
川
同
民
の
努
儲
カ
ヰ
仇

度
商
品
化
さ
れ
て
い
叩
令
官
態
に
鑑
み
ゐ
と
き
、
資
本
家
的
な
計
算
方
訟
が
ど
う
し
て
も
小
山
泌
氏
心
ち
括
判
制
さ
れ
MB
み
や
持
な
く

肥
料
の
慌
時
々
開
絡
に
し
、
に
す
ゐ
と
い
う
こ
と
が
も
誌
に
現
行
が
注
業
生
産
会
し

/;J 

;程

な
っ
て
く

ら
。

J
M
M
T
L
a
£
i
w
b
μ
 

ま
h
H
J
j
r初
タ
ノ



準
則
に
治
う
こ
と
々
組
制
し
て
い
の
や
こ
と
や
訴
す
之
も
の
で
あ
ゐ
。
つ
て
は
本
の
農
業
絞
殺
に
お
い
て
も
‘
純
牧
絞
り
官
瑚

i
iこ
れ

際
に
ど
の
袈
既
成
氏
の
ゆ
ナ
に
窓
現
し
て
い
る
か
は
別
問
題
と
し
て

i
iが
指
導
的
意
味
会
も
っ
て
く
ゐ
。
し
か
し
て
ち
か
か
ゐ
立
場
に
立
つ

メ
ル
ク
マ

i
ル

、
純
牧
袋
の
地
域
的
戦
滋
は
経
後
方
式
の
相
終
身
一
却
す
表
後
と
み
凶
の
こ
と
が
出
来
る
。
然
る
に
絡
牧
径
の
地
域
州
抑
制

の
と
考
え
ら
れ
ゐ
。
持
と
な
れ
ば
号
機
代
は
超
過
利
潤
の
特
化
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
ら
。

に
乏
し
い
と
い
う
こ
と
は
‘
地
代
内
詳
の
地
域
的
淀
川
北
(
の
小
さ
い
こ

部
ち
、
各
耕
地

と
地
代
形
態

(a) 

くめ

語1t堵代

は
地
代
の
地

の
で
な
け
れ

て
一
様
に

と
こ
ろ
の
地
代
部

分
の

、
株
地
の
差
に
よ
っ

の
で
あ
ら
う
ひ
こ
の
臨
係
必
同
一
不
す
れ
ば
、
六
九
次

0
3
4
ζ
之
也

t

三
均
五
寸
y
-
1
4畠

し
て
一
階
大

品
げ
い
こ

の
如
く
な
る
。

こ
の
総
に
お
い
て
、
川
刊
の

に
、
向
の

64 

場
合
は
‘

か
か
み
と
こ
ろ
の
絶
到
地
代
の
比
重
、
か

の
地
域
的
議
認
が
併
に
比
し
て
如
何
釘
的

K
総
少

の
差
別
問
も
川
仰
の
場
合
の
如
く
制
約
者
に
は
現
わ
れ
な
い
。

ーム

w

M
W
-
H
C
M
H
U
W
B
3
H
w
n
c
p
o
g
U
M
N
H
H
S
Z
P
M

一

の
・
州
内
一
吋
部
同
州

F
H
W由
片
岡
込
町
ぴ
回
}
申
グ
吋
品
切
戸
川

州
、
，
認
知
同

u
p
g吋同
HM
沼
言
問
災
時
緩
急
叶

M
Y
M

等
々
G

出
チ
ヰ
1
ネ
ン
に
お
い
て
は
、
純
牧
絞
首
織
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
郎
ふ
り
、
地
代
と
粉
約
一

取

ら

ず

多

く

お

い

J

い
そ
う
明
、
あ
ゐ
。
ブ
リ
グ
タ
す
ジ
ホ
亦
然
。
。

の
あ
る
こ
と
会
深
想
し
持
ゆ
え

、、

b

4
M
A
U
ザ
ど

て
は
立
ち
に

例
え
ば
、

附
川
一
別
さ
九
九
八
心
。
然
し
こ
れ
は
チ
ュ
ー
ネ
ジ
に
も

iま

に
制
し
安
本
総
機
代
々
あ
て
は
め



る
こ
と
に
治
し
て
で
あ
り
、
二
つ
に
は
‘
資
本
総
地
代
ゃ
あ
て
拭
め
み
に
し
て
も
、

に
絶
封
地
代
の

る
こ
・
と
に
刑
判

し
て
起
き
る
で
あ
ら
う
と
こ
ろ
の

あ
ゆ

と》。

我
問
の
柚
時
代
務
態
に
つ
い
て
は
、
ム
?
な
お
論
争
の
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

よ
っ
て

じ
は
賛
成
し
競
い
。
我
践
の
経
済
の
主
流
令
な
す
も
の

い
る
待
も
農
業
の
み
や
対
叫
知
的
な
り
と
す
る
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
み
ο

勿
一
論
‘
我
問
問
の
小
作
料
は
完
全
な
る
在
本
制
地
弐
で
は
な
い
。
ル
ナ

卦
建
地
代
と
い
わ
れ
w
O
訴
訟
で
あ
ゐ
。
然
し
‘
こ
の
市
下
付
建
的
住
彩
は
、
寧
ろ

た
の
で
あ
っ

(J) 

の
仕
方
に
よ
っ
て

n 

水
附
小
作
料
が
物
納
で
あ

学
封
建
的
な
ち
の
は
か
え
っ
て
，

た
こ
と
ち
、
こ
.
れ
が
絞
ら
に
、
小
作
料
が
封
務
総
代
で
あ
つ
に
予

い
と
が
出
来
る
。
加
わ
、
物
納
小
作
料
の
大
部
分
は
務
品
化
さ
れ
士
。

物
納
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の

し
て
存
在
し
て
い
ゐ

ち
の
で
な
い
。 て
は

れこな
ばれら
‘f;;¥: ぬ
IJ、!j、 o
f乍作。叉

広
iu
mHυ 

料
の
行
方
を
誼
及
ず
る
ゆ
}
と
に
よ
っ
て

料
は
そ
れ
が
ち
づ
と
こ
み
の
一
定
の
伐
幣
絞
僚
や
致
想
し

ぃ
。
我
問
の
蕊
政

金
約
地
代
の
被

こ
ろ
の
米
積
約
上
政
策
は
小
作
料
の
物
納
務
設
と
積
り
離
し
え
ら
こ
と
は
出
来
な
い
。
物
納

か
か
ゐ
関
係
か
ら
も
我
掲
の
小
作
料
は
結
詩
的
じ
は
、
資
本
制
約
地
代

れ
牧
受
さ
れ

の
佼
終
身
茶
付
け
と
し
て
維
持
さ
れ
、

と
し
て
取
扱
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
患
わ
れ
ゐ
。

出
官
州
政
地
改
筑
後
、
小
作
州
件
は
定
額
分
約
ル
ル
し
た
こ
と
は
周
知
の
議
。
勺
あ
ふ
が
、
こ
れ
と
共
に
米
川
川
釣
ぶ
政
策
本
級
九
一
L

し
ゃ
山
つ
れ
れ
。

か
く
い
つ
に
と
て
，
勿
論
我
問
の
小
作
料
は
諮
粋
な
資
本
側
制
地
代
で
は
芯
い
。
そ
こ
で
多
く
の
場
合
、
税
制
問
の
地
代
都
窪
M

体
、
純
粋
な
資

本
耕
地
枚
、
え
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
「
過
小
選
的
土
地
所
有
」
の
下
に
お
け
ゐ
地
代
務
態
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
然
時
々
に
吋
過
小
法

的
土
地
所
有
」
の
下
で
は
、
慰
問
則
的
に
絶
対
地
代
も
鱗
占
地
代
も
生
ぜ
ぬ
え
ら
れ
て
い
ゐ
。
め
ゐ
の
は
惣
差
地
伐
の
あ
る
。
し
か

iま

仲
命
令
得
に
。

に
制
張
、
ゆ
あ
柱
、
服
装
地
の

て
第
二
形
館
と
し
て
成
立
し
て
い
み
い
と
さ
れ
る
。

て
集
約
的
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

務
勃
一
百
地
代
は
主
と
し

も
「
日
本
の
よ
う

制
U
W
附
川
山
中
研
究



ー
ニ

zjHN
泊
炉
hw
，，ノノ

H
8凶

と
北
f
a
汗
耳

うた

お

(1) 

鈴
木
鴻
一
郎
、
設
川
川
の
小
作
料
の
泊
代
形
磁
に
つ
い
て
、

IIg 

台む

黙
し
、
我
々
は
我
問
に
結
…
潟
地
仕
が
成
立
し
な
い
と
い
う
設
に
惑
に
従
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
ゐ
過
小
農
的
土
地
所
翁
に
お
い

て
は
、
原
則
と
し
て
、
総
務
地
代
は
護
金
し
な
い
。
然
し
、
こ
こ
に
い
う
臨
郊
と
い
う
意
味
は
「
議
小
山
時
的
土
地
所
有
務
態
の
下
に
お
い
て

は
、
農
業
は
主
と
し
て
直
接
的
生
活
の
た
め
の
農
議
と
し
て
符
わ
れ
、
ま
た
忠
雄
は
多
数
人
民
に
と
っ
て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ダ
ω

竺
殺
等
の

勢
機
及
び
資
本
の
充
m
m
場
開
と
し
て
存
在
す
ゐ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
開
戦
に
異
常
な
諸
事
情
の
ア
で
の
み
生
産
物
の
調
節
的
市
湯
川
別
格
は
慣
偵

の
水
準
に
到
識
す
る
。
」
然
ゐ
に
「
絡
調
機
代
な
る
も
の
は
、
生
産
物
の
生
滋
悦
持
以
上
に
向
つ
向
。
偵
椛
抑
制
細
分
か
、
又
は
生
漆
物
の
標
値

会
恕
迭
す
る
い
う
の
滅
点
鍛
格
か
、
そ
の
何
れ
か
や
前
提
と
す
冶
。
い
が
故
に
、
原
期
的
に
は
、

"。。

る
余
地
が
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ

66 -

然
し
、
こ
の
原
則
仰
は
、
我
踏
に
直
ち
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
な
い
。
約
と
な
れ
ば
苛
我
筒
に
お
い
て
は
、
ヰ
く
よ
り
政
婦
は
日
本
史
業
h
q

外
需
操
業
の
競
争
か
ら
遮
断

ι‘
会
組
の
後
格
支
持
政
旋
や
議
じ
て
米
摂
や
釣
上
げ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
ゐ
。
部
ち
、
我
間
関
に
お
い
て
は

つ
笠
窪
物
の
生
経
師
務
以
上
い
い
出
づ
る
偵
伯
郡
競
油
分
L

が
興
え
ら
れ
て
い
か
と
み
る
の
が
五
設
で
あ
ら
う
。
こ
の
関
様
は
米
絞
拍
数
が
…
般

物
慎
拐
殺
や
競
え
b
場
合
が
議
に
多
く
、
明
治
三
十
m
同
年
乃
…
品
川
昭
和
十
五
年
の
閲
ト
ク
年
間
に
お
い
て
、
場
合
誌
七

く
、
米
留
指
数
が
一
…
般
物
州
国
指
数
に
比
し
て

い
と
い
う
こ
と
い
い
よ
っ
て
も
知
ら
れ
ゐ
。

例
制
以
上
高
か
っ
た
の
は
、
十
一
グ
年
に
及
ぶ
も

ハ
戎
表
参
照
〉

上
段
か
っ

少
年
に
過
ぎ
な

校
・
阿
川
知
日
設

、“ノィ
I
ふ
4
4
診
ヲ

米
的
考さ

糸
川
川
扮
数

三、“
u，
、
号
2

4

ペ
行
計
γ

4
4
紋
年
度

米
州
問
指
数

米
約
機

h

ド
し
に

4h‘」

r~

J

〆
立
-T合
志
れ
が

一
放
物

m
t
bー
か
え

か
μ
L
3怖もお

なハ、品八
九穴、お一一

一口一一一…、お就

、
(
)
穴
幅

一、一〕八八

大
一
統

閉
山
拍
例
法
関
与

M

F

f

i

 

'
匂
内
コ
ペ
品

1/ 

五 R母
体tq!

一
般
向
判

例
指
数

一品問、九品

一阻ん、口八

一一也、江口、九一一

。、八八五
口、日中程一一

グfI)'l

ヰ11

ヨ五 i税
五i三(，1'-

一
数
物

例
制
抑
制
帆
紙

一一一一…一品、出元

一八八、幅一……

一
関
内
、

0
0

…抵口、九一一

二口一一
一、一一一一六



主をお

経れ選 01)11¥1 >' 、 pFJ単 純，罪判

J:l)，111 111>， 1 /1衣 r十、~O)!j ~~ ，ltill 

>[1->1 i'子バ111 肴〉ト 、 雲1，'t' l~片dj3 

霊tn...主主 !II ，~ト I1 吠倒 、 OU >丸>111

n，Tll >[II，:r!1 我率 、 正't')'a- ~fじ 11組

長10，[!iI 1 J:l，)1iぷ 111 さ~ドq， [I- !3Uilll 
~ 3 3 
料金士必 主:.;;，.治 、一 、 ~.. 句 会主主持

議系与量石 川示 録よお ;，:g，芸モ

。 ~>I&~ r;;\~~そ会 j 十ラi汁?討〉ト ;+0rrr長二:rì(; 認め<:r r "，r¥てけれ係数23Z:み三三，.-;妥(:3沫

桜田とと作れかゑ'ri-'汁七パ「器さき冷や添満期除5工事議ぷgt，iZEr斗対i務。でヂ?立与:陸自打令、III

首選.![十.!十点〉ト令7十心選命令謀議H件、京湾認さト，パウち?戸惑肴守渋十3す会同ートさささ浜松[十回〉ト.u'宅設。か

fう予告 .お蛮SrI .(<!l 

、なむ

院〉ト

町、
ー

ム
可
一
一
司
、

いざ

い
討
一
応

J
円

j
A
…
山
出
引
い
ホ

h

一
円
い
同
一
山

、

(
]
」

戸芸

富国〆'?[I

>:人llill!

j礼li組

>'? ，:州i
lllc .irill 

民>，

!O.O 

liUII 

[11[1.1 

I>.!I 

F:l¥ 善玉

、旬、
h

y

h
『

hw

一一日対一

寸"

そ言説 i 
長ol
イ主1111
名:111

すな i 
4言。
→会主会

だ了

先遣.Olll

111>〆
認塁.)託

金>.ミI1
0>.i1!l1 

;トル/di

。111，抑留
111[1)11国

民1.正民
主れr.liil

担

保

全

d
J
L一
一
品
川

れ
は

p
h
μ
2
ー一コ吉町

、r
拘

わ

卓

也

-ML

議>.[1

会議d

OU; 

0>.> 
!日開d正

;札:fJ¥

主主選告

U

刀

、

A

Y

G

M

孫

、

み
議

援

活

一

民

室

料

以

川

い

i
滋
加
仰
い

l
O
K
r
G
P
ム

u
k

k
J
H

必
山
い
竹
山
一
円
同
一
w

b
ホ
ヘ
日
乍
川
一
一
円
以
ポ
ぷ
竹
山
山
一
円
、
A

ポ

ヘ
J
W

、
河

、

、
、

、

、ミ

、
、

>1->111 

去~r...ll制i

1i>.Olal 

f';" .，illll [ 
訴事.'t'1

i'1ぷi

p訴，，:rli

O;;-.1':!11 

00." 11 

Oll.?i 1 

た>.:泌

ょに1101

i!!/!;.>霊

i立>.111>

n選，P訓

告l.ltOI 

[1~ .I;十 I t 

;llliI.>iil 

!!'il，き義

援金.Ii!ti

Oiil.，ltO I 

訴11.t 1 t 

k正)1[11

も芋同1.

去>iU"， j 

111"[1. [ 

:l-;f 1. 

;}f)J号

、~ ^ 
ri...-V 

!ili'O.1 

>/1"0〆l

11[110. 

[11誌に5

;警告.1

主1Ii.1 

S>.t 殺がわfi

官

潟

、

銭円

、
、
作1>ト

、

句

、、
、

、

、
、

長111

4さ11
令災

長選 i

illil I 

ぷI1I 

* 11 明。
公p、i
1f.C"' 

ょた〉

:司同 t 
.... 0'. rr 

翁〉ト

相

通

れ

川

P
H
μ

向
刑
制
ふ
引
い

t

吉

出

γ

V

正

t
A
ω
が

は

r
策
制

¥
A
'

H

P

R

例

制

民

川

V

H
い

ハ
U

ね

凶

ド

ふ

れ

い

特

認

ω村
¥

〆

吋

一

炉

伐

採

省

在

i

r

'

d

d

d

〆

d

d

d

J

d

d

'

d

M
U
刈
-
言

i

H
〉

宣

子

〉

喜

一

t
汗

説

会

兆
一
時

E
M慣行

O
片

ハ
U

〉

誌

な

k

n

h

H

M

界

初

料

出

w

M

n

h

v

出
p

h
代

ν
W
M拠

M
n
h
H
V
J
S

L

1

A

ハ
υ
h
H
V
M刊

1
3
1
A
3
1

将

ぬ

ハ
υ

んい

u

n

M
剛い

斗

円

刈

h
h
μ
U
M
V
1
A
U
F

宅官

1
1

￥
ゐ
し
w
r
i
a
h
υ
一
、

t

t

l

d

J

'

d

d

d

d

d

d

'

d

e

d

d

 

b

J

l

i

¥
〆

η
υ
i
i
'
i
u
p
L
Z

吋

炉

、
a

m

-

古

内

U

吋か

γ

町

民

3

ま

K

H
お

〉

軍

吉

岡

〉

持
制
、

4

日
刊
し

M
h
M
h

礼

!

申

に

ふ

れ

い

肉

凶

mM制

t
j

A
『
吋

x
r
w判
判

例

制

ふ

れ

い

~υ
 守山町川町肺門い叫が

t
f
 ~
げわパいMバペ併問

>ilIO.1 

lilll.l 

1c111i'.O 

11還1.

同訴11.

la;IO， I 

k話>.0

、

一一以後一

ミミ

、ミミ

、
、
入、

、
、ミミ

、

寸2

il!El 

f.; 11¥ 1 

f.: 11 I 

長 II 
f.;O 
}ネ ¥Lτ7. r-

すさ〉

0>汁

":1l.，0 1II1 

1 >.>;f!t 

O>.>lil!i 

援

護金ぷ't'1

il割引H>I

〉礼治j

/d.O> 

〉正d説話

1.止話

接選，芸O:[II

[11111.11 [11 

00)1't'/I 

Oれ/i;f[t

S話，〉議l!

lit!.1話Ii

VI).'t'Oli 

>0.1>1 

肺UI/d

O世，響詩

て~

正O!l.
苦員jd 

者会1，， 1

>1iI1，1 

idllll，1 

III/dll， I 

世>1.

担00.

話11/， 

1iI00.1 

m 



政
禁
制
れ
抗
刊
方
式
と
地
代
形
態

矢
jib 

石
白;
り

生

fi{ 
i士
帝
凶
投
信r
正三』

調
プ白ヒ

中
米

討さ
ホn
坊
は
海
JII 
の
.7_ 
L 

h 

弐
に
注
意
す
べ
き
は
.
過
小
農
的
粧
品
凸
に
お
い
て
は
生
き
た
附
労
働
と
い
う
要
素
が
重
き
そ
な
し
て
い
る
に
め
、
所
部
資
本
の
有
機
的
構
成

が
頗
る
低
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
米
の
生
産
費
調
査
ぞ
通
じ
て
み
て
も
弊
力
授
の
占
め
る
割
合
は
四
割
に
達
し
、
生
産
技
中
よ
り
租
税

土
地
資
本
利
子
‘
小
作
料
の
如
き
在
除
外
し
て
考
え
れ
ば
、
州
出
力
投
は
五
乃
至
六
割
に
達
す
る
。
と
こ
ろ
が
周
知
の
如
く
、
結
封
地

代
は
農
業
資
本
の
組
成
が
非
農
業
資
本
に
比
し
て
低
位
に
あ
る
こ
と
を
一
つ
の
僚
件
と
し
て
護
生
す
る
。
克
も
池
小
農
的
経
川
慣
が
支
配
的
に

行
わ
れ
て
い
る
諮
問
で
は
、
非
農
業
資
本
の
組
成
も
亦
低
位
に
あ
る
と
い
う
事
究
に
よ
っ
て
、
結
封
地
代
の
額
は
制
限
沿
受
け
る
。
然
し
、

こ
の
こ
と
も
我
岡
で
は
大
き
く
考
え
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
我
問
で
は
資
本
、
主
義
の
肢
行
的
溌
展
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

農
業
資
本
の
組
成
の
組
め
て
低
位
な
る
に
反
し
、
非
農
業
資
本
の
組
成
は
慨
し
て
高
く
な
っ
て
い
に
か
ら
で
あ
る
。
更
に
又
、
絶
封
地
代
は

非
農
業
資
本
の
同
時
率
が
農
業
資
本
の
回
陣
率
よ
り
早
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
制
限
必
受
け
る
が
、
我
間
で
は
、
農
業
え
の
投
下
資
本
ハ
と

い
え
ば
殆
ん
ど
肥
料
の
み
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
回
聴
率
の
早
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仁
め
施
割
地
代
が
相
殺
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
(

出
例
え
ば
、
昭
和
二
十
一
一
一
年
度
の
米
生
法
出
口
調
を
み
る
に
、
全
国
一
平
均
に
お
い
て
、
反
岱
九
、
九
一
一
二
回
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
労
力
行
は
最
大
費
出
で

あ
っ
て
問
、
八
一
七
問
、
全
般
の
凹
九
・
五
%
を
占
め
て
い
る
。
次
に
大
き
い
の
は
肥
料
裂
で
一
、
凹
八
九
回
、
全
般
の
一
五
・
O
%
で
あ
る
。
た
お
、

こ
の
反
岱
生
所
設
中
に
は
小
作
料
、
組
税
公
課
、
土
地
穴
木
利
子
の
如
き
、
所
令
部
「
成
偲
の
生
述
詑
」
が
含
ま
れ
て
い
ゐ
が
、
こ
れ
を
除
外
し
て
考
え
れ

ば
、
労
力
白
は
五
五
・
七
%
、
肥
料
裂
は
一
七
・
二
%
に
設
す
る
。
そ
の
他
、
種
市
山
口
、
叫
が
剤
山
目
、
話
材
料
針
、
句
技
初
治
材
一
約
一
到
、
小
段
以
山
口
等
倣
ね

四
時
点
中
の
平
い
も
の
で
あ
お
。

な
お
、
昭
和
冗
年
度
の
生
よ
出
資
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
自
作
に
お
い
て
、
第
カ
山
口
三
八
・
流
%
、
肥
料
費
一
九
・
九
%
、
小
作
一
に
は
そ
九
ぞ
れ
三
コ
了
九

%
、
一
六
・
九
%
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
小
作
判
、
租
税
公
認
、
土
地
穴
木
利
子
等
の
北
京
が
大
き
い
か
ら
、
こ
れ
ら
ゆ
乞
除
外
し
℃
考
え
れ
ば
、
部

カ
山
口
、
肥
料
自
等
の
比
率
は
一
一
対
大
主
い
。

か
か
る
事
情
必
考
肱
す
る
と
き
、
我
岡
の
地
代
形
態
は
絶
封
地
代
の
比
重
の
相
官
大
き
い
も
の
と
汚
え
ら
れ
る
。
抑
々
、
結
封
地
代
は
到

来
地
代
と
具
り
、
封
建
的
諸
閥
係
の
残
存
物
、
社
合
に
封
す
る
地
主
附
品
川
の
経
消
的
批
合
的
支
配
力
の
結
川
市
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
地
主
階

居
が
土
地
所
有
権
と
岡
家
に
お
け
る
そ
の
影
特
カ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
手
元
に
牧
受
す
る
総
刺
飴
恨
他
か
ら
の
分
け
前
冶
あ
ら
わ
し
て
い

公
謀
、

nu 



設
の
ブ主 主主
%駆1
iJ、に
て〉去J
fニ‘し、

と

従
っ
て

少
く
ち
民
地
改
本
以
前
に
お
い
て
、
小
作
料
が
械
め
で
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
我
聞
に
わ
品
、
川
υ
ゐ
機
会
…
勢
力
の
比

〈

の
比
一
民
の
や
た
こ
と
が
大
い
に
謝
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
み
の

叉
、
総
割
地
代
の
比
翠
が
い
と
り
つ
こ
と
と
我
矧
の
山
抗
議
が
米
作
に
傾
い
い
う
こ
と
の
聞
に
も
経
緯
な
関
係
が
あ
る
。

代
の
州
側
、
か
農
業
資
本
の
組
成
の
非
州
民
業
資
本
の
そ
れ
に
比
し
‘
一
府
批
伎
な
ω

の
こ
と
に
よ
っ
て
支
舵
さ
れ
ゐ
と
す
れ
ば
、
給
制
地
代
は
農
業

会
注
す
ま
す
持
鍛
条
約
化
す
ゐ
こ
と
に
よ
っ
て
川
明
大
す
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
て
水
稲
の
作
物
的
投
殺
は
、
あ
た
か
も
，
単
位
耕
作
蕗
積
営

か
の
持
働
投
下
去
や
段
高
度
'
に
許
す
と
い
う
駄
に
あ
ゐ
。
水
稲
は
設
も
償
働
集
約
的
た
り
得
る
作
物
で
ゐ
み
。
こ
の
こ
と
が

みま主
む(2i長官

二
袋
泊
、

t
?
2
 

あ
り
‘
同
時
に
結
劉
地
代
の

し
む
る

っ
て
い
る
と

え
ら
れ

12) (1) 

今~iII
主将
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に
次
の
知
ぐ
明
、
ふ
っ
て
、
水
稿
作
い
の
努
縫
投
下
円
五
が
時
制
約
に
ふ
入
、
守
口
い
事
が
わ
か
る
。

石

川

川

同

労

綿

問

時

間

関

作

物

-G
伎

町

万

働

時

間

作

物

n
m
v
M
努
働
時
間

一

流

六

、

一

一

一

秋

小

術

後

一

一

一

八

、

一

…

…

赤

ふ

務

開

問

八

、

八

州

側

姿

況

九

、

一

一

泊

川

市

才

一

…

七

、

六

大

…

ぷ

開

問

問

問

、

。

小

一

丸

八

一

、

五

議

立

七

、

五

袋

八

一

、

七

(
段
徐
行
礼
抑
制
統
付
制
州
設
以
務
所
、
川
川
和
二
十
附
同
年
次
品
川
十
試
作
九
一
必
殺
に
上

11' 
糸
約

ゐふ
必:IJ

摺ー

と
す
ゐ
と
い
う
論
掠
は
、
崎
小
州
政
治
経
符
が
支
配
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ら
場
合
に
は

地
代
部
分
は
も
っ
ぱ
ら
瀧
品
川
州
地
伐
と
し
て
存
夜
し
も
結
封
地
代
な
い
し
瀦
点
地
代
は
掠
期
と
し
て
符
布
し
な
い
し
、
貯
水
の
よ
う
に
未
墾
協

に
制
限
が
あ
り
‘
脱
獄
地
の
設
業
が
さ
わ
め
て
集
約
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
耕
地
の
強
大
&
前
捺
と
し
允
封
惹
地
代
の

也
b
L
3ァ
E
u
r
p

七
ι

ぶ
1
羽
ハ
ム
i
J
J
'ム

の
負3

先手

ldf 
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淡
議
細
川
問
符
方
式
と
地
代
形
燃

欠
此
凶

熊
で
は
な
い
。
殊
に
寺
結
割
地
代
会
前
提
と

制
併
さ
れ
ま
る
を
特
ぬ
と
い
う
に
あ
ゐ
G

熱
し
、
か
か

、
最
劣
等
地
に
柏
崎
代
や
生
ず
る
場
合
同
体
、
制
差
地
代
の
第

よ
る
も
の
と
し
て

亡
、
1
h
v
~
r

w

，F
4
d
J
/
 

こ
と
は
出
来
な
い
c

仰
と
な
れ
ば
‘
統
計
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
‘
明
治
以
来

相
殺
願
者
な
耕
地
の
縮
大
が
あ
"
。
。
お
ち
、
明
治
十
九
年
乃
五
昭
和
十
五
年
の
六
十
問
ヶ
年
に
一
、
五
比
容
に
し
て

六
%
の
耕
地
や
増
加
し
て
い
る
。
両
し
て
こ
れ
ぞ
智
く
不
問
問
と
す
ら
も
、
小
作
料
の
高
い
地
都
心
肥
料
そ
の
的
慌
の
池
加
的
投
資
が
多
く
な
さ

、，，，

お
い
て
い
る
と
い
う
設
擦
も
明
か
で
な
い
G

〈

mw
例
え
ば
、
昭
和
十
五
年
版
米
袋
路
費
税
交
(
利
作
〉
に
よ
っ
ぐ
、
…
以
内
必
級
間
以
裁
は
町
ふ
る
に
、
令
路
子
約
に
お
い
て
一
一
十
一

続
中
、
小
ぬ
い
削
刊
の
絡
的
判
額
が
長
生
保
い
一
以
北
幼
ガ
と
最
も
…
ぬ
い
閉
鎖
機
ガ
と
を
比
べ
る
に
総
品
川
い
は
…
一
十
山
間
関
幽
九
十
七
説
、

問
問
闘
の
方
、
か
2hT
えっ一
J

も
施
燃
側
側
刊
か
少
い
Q

キ
町
歩
、

一
間
一
一
十
五
銭
に
紛
L
小
作
戦
刊
さ
十
五
霞
八
十
…
…
…
銭
、
尚
子
ば
六
十
一
同
盟
双

十
山
閉
鎖
に
制
的
し
一
一
…
十
九
器
三
十
八
線
"
で
、
治
加
的
投
資
の
多
い
と
こ
ろ
必
ず
し
も
小
作
料
が
高
い
わ
け
で
た
い
Q

叉
、
農
林
省
の
「
秋
憾
小
説
常
設
家
般
行
総
抑
税
引
一
」
に
よ
っ
一
¥
北
一
Mm
怒
川
じ
絞
も
液
肥
誌
の

結
で
は
宗
符
は
北
線
道
で
も
最
下
佼
に
mmず
る
均
務
明
、
あ
る
。

秋
鎗
よ
小
批
俊
一
反
m
M
泌
総
口
述

70 -

宗
谷
一
ピ
あ
ら
が
、
小
作
終
と
い
う

羽

梁

荊

枕

淡

舛
“γ
 

印

涼

別

加

終

廿

ニ

九

二

、

一

O
七

ニ

一

=

ニ

一

ご

一

北山潟ω滋
百
苓T

均
…
つ
、
一
送
品
O
…
沼
品
…
つ
、
川
淡
札
七
八
一

τ、一で刊八八一況点

勿
論
、
我
々
は
こ
の
判
明
会
・
小
作
料
と
地
代
と
は
間
一
で
た
い
こ
と
を
忘
れ
一
し
は
な
ら
ぬ
が
、
こ

叉
、
第
一
…
形
磁
の
釘
差
地
代
や
生
ず
る
た
め
に
は
、
総
判
例
絡
に
資
本
カ
の
差
、
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

の
蒸
の
ほ
.
か
に
、
な
お
換
業
者
間
同
に
資
本
及
ぴ
伐
用
能
力
の
差
と
い
う
篠
件
が
加
わ
る
。

の
認
の
資
本
カ
に
関
説
明
な
差
異
は
認
め
難
い
。
絞
り

は
考
え
ら
れ
ぬ
。
殊
に
、
新
一
義
地
代
の

殴

会長

説{

p
dに
み
ー
ホ
冷
m
m
N
'
』

、

l
p
z
t
;

削
刷
、
%
、
こ
の
地
代
の

主t

な
が
ら
‘
過

お
い
て
、
各
々

0) 

あ
っ
七
と
し
て
も
謝
祭
地
代
の
第
二
静
態
ぞ
相
営
の
額

し
め

務
態
に
よ
っ
て
、

に
生
ず
ゐ
地
斡
は
、
議
加
投
資
額
に
比
し
て
緩
め
て
小



〉く

さ
い
の
で
あ
る
。

川
山
内
総
劣
等
川
崎
に
主
ず
み
潟
差
品
川
代
の
抑
制
的
は
、
川
川
知
mu
如
/
¥
弐
の
初
々
、
も
の
で
・
あ
る
。
郎
、
治
加
的
投
資
の
行
わ
れ
ヴ
合
間
聞
の
絞
怒
と
し
て
、

十

一

地

時

間

制

エ

ー

カ

ー

生

成

代

生

皮

牧

市

紙

一

口

約

終

交

付

附

枚

目

必

殺

物

川

崎

代

金

約

地

代

ポ

ン

ド

ク

オ

タ

1

ポ

ン

ド

ボ

ン

ド

ク

A
A
F
1

ポ
ン
ド

一

一

一

一

一

一

六

町

一

ム

ハ

一

一

一

品、一ノ

一

一

九

一

品

。

、

一

札

一

球

、

五

一

六

、

一

本

D

一

七

、

五

一

一

二

、

総

合

計

開

一

…

七

、

双

辺

一

一

、

五

df
引
率
勘
九
円
白
川
崎
に
一
一
一
、
一
丸
ポ
ソ
ド
の
い
れ
加
的
段
宍
-
T
一
行
つ
Jt
、
一
グ
定
タ
!
の
冷
枚
そ
も
た
ら
し
た
結
合
、

土
地
傾
向
州
エ

1

カ

}

生

成

究

生

法

物

販

交

的

仲

間

災

後

牧

銭

絞

物

川

崎

代

ぷ

ン

ド

ク

オ

ク

ー

ポ

ン

F

ポ
ン
v
p

一

応

、

五

三

、

お

一一一、一品

J

…
品
、
七
五

三

、

五

一

九

、

ニ

五

…
一
九
五
一
一
六
、
一
一
一
応

六
問
問
、
七
五

金
約
嶋
崎
代

ク
オ
M
7
1

ボ
ン
E
Q

巧

O
、

五

一

九

、

近

問

、

追

っ

日

/

凶

六

、

一

一

五

一

六

近

、

誠

一

一

一

、

口

〆

村

山

一

一

一

九

二

五

hu

一

六

七

、

況

説

、

口

/
H
H

一一

o、
二
五

合

体

叫

間

一

…

問

、

以

八

、

者

一

一

一

、

滋

隊

。

、

二

一

品

の
い
似
ぐ
た
る
。
郎
、
一
グ
オ
タ
ー
に
つ
、
之
江
、
五
。
ホ
ジ
ド
が
市
均
泌
術
的
制
限
絡
に
な
り
、
に

O
、
五
ポ
ン
ド
、
七
分
の
ブ
グ
オ
タ
ー

の
品
川
代
交
致
ず
み
Q

か
ぐ
の
如
ぐ
治
創
的
投
資
め
り
州
制
に
た
し
数
劣
等
柏
崎
に
到
す
る
溺
滋
約
一
代
の
鱗
は
桜
め

τ小
さ
い
。

人C B 

4チ

i主B C 

。一、五
一一一、盗

品
為
、
五

一O
、
五

。
問
、
一
丸

一
C
、一九

一
六
、
五

一一一、叩ぬ
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一
階
建
の
野
義
組
校
は
現
究
に
地
代
化
す
る
に
関
難
役
作
う
こ
と
か
}
考
臨
し
な
け
れ
ば
な
ら
こ
の
こ
と
の
た
め
に
小
作
興
約

は
弐
拡
に
根
期
化
す
ゐ
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
て
小
作
契
約
の
改
訂
&
混
じ
て
地
誌
は
次
第
に
増
加
す
ゐ

GMmし
、
こ
の
関
係
ち
我
圏
で
ま

明
紛
で
な
い
。

又出

な

る
F

は
ど
小
作
一
如
(
約
は
攻
怒
に
初
期
化
す
呼
出
総
向
は
認
め
ら
れ
た
が
、
小
作
判
例
ほ
か
え
っ
ア
一
仮
日
?
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
い
ま
、
水
出

現
物
小
作
い
狩
の
披
移
含
み
ら
と
市
内
の
如
ぐ
マ
為
ふ
。

足
首
り
の
市
中
路

同
川
口
詰
き
ょ
江
崎
げ

r
b
b

A
r
h
w
ν
z
h
r
n
名
ノ
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菜
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符
方
式
と
地
代
形
態
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勿
論
、
小
作
料
と
地
代
と
は
同
じ
も
の
で
な
い
。
過
小
法
が
小
作
な
る
場
合
に
は
、
本
来
の
地
代
部
分
の
み
な
ら
ず
、
一
や
均
利
潤
、
克
に

弊
究
部
分
に
官
る
も
の
迄
が
は
い
っ
て
く
る
。
殊
に
、
農
地
に
到
す
る
競
争
の
結
果
、
需
要
供
給
の
不
均
衡
の
甚
だ
し
い
と
こ
ろ
ほ
ど
か
か

る
傾
向
が
強
い
。
印
ち
、
小
作
料
が
農
地
に
封
す
る
需
凄
供
給
の
一
小
均
術
に
よ
っ
て
影
響
そ
受
け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
、
小
作
料
は
ま
す
ま
す

本
来
の
地
代
部
分
な
ら
ざ
る
も
の
に
喰
い
込
ん
で
ぐ
る
穴

日
太
閤
業
銀
↑
付
制
去
に
よ
り
、
昭
和
十
五
年
一
一
一
月
一
日
現
在
の
各
川
都
の
小
作
料
な
み
ら
に
次
夫
の
如
〈
で
あ
る
が
、

水
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一
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一
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一
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、
八
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一
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一
一
一
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四
回
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一

、
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一
、
口
問
、
老
-
一
六
、
心
一
一

概
し
て
巾
JM
州
、
問
凶
が
一
品
い
こ
と
が
わ
か
為
、
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滋

一

一
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八

林
地
泌
総
の
一
小
川
心
本
州
日
小
作
野
の
お
い
巾
zM
問
、
山
間
凶
に
お
い
マ
最
も
向
い
。

し
か
し
て
‘
小
作
料
が
本
来
の
地
代
部
分
以
上

す
小
ぢ
く
な
ら
γ

苅
じ
ゅ
の
そ
得
な
い
c

(1) 

えI~

J'-'I 
~ー，、耐綱嶋、

持 fな
m義経i講話列{I汲:¥ I議i

告l'九 1嶋中

A 

B' 
芳首

く
な
ゐ
で
あ
ら
う
。

耕一

ω

令
。

五
総
む
℃
絡
調
地
代
は
掻
史
的
に
も
後
れ
・
引
い
潜
の
柏
崎
代
で
あ
っ
て
封
建
斜
の
遺

A
f
i
I
J
I
l
t
¥
B
 

ふ

体

詩

前
述
の
如
く
、

物
で
あ
る
地
主
数
カ
の
裂
い
場
合
じ
繍
殺
に
殻
生
ず
る
υ

に
批
判
す
刊
の
後
れ
や
前
提
と
し
て
務
生
す
る
。
こ
の
地
代
務
態
の
強
力
な
る
と
こ
ろ
に
お
い
て

不
様
資
本
部
門
ち
肥
料
の
如
き
回
特
率
の
M
T
い
も
の
や
専
ら
と
し
，
問
調
多
肥
技
業
と
な
ゐ
。

は
、
会
の
知
〈
で
φ

め
つ
℃
、

約

内

神

平

林

間

川

町

刊

十

湖

付

ヤ

資

不

明

治

商

品
嶋
一
悩
紛
際
耕
地
一
納
税
双
山
炉
、

間

関

均

一

、

問

。

、

八

O
、
六

一
、
一
一
。
、
し
唱
。
、
玉

、

五

一

、

0

0

、
公

。
、
ふ

u

o
、問問

一
、
一
〈
)
、
六

、
0

0

、
六

一
、
七

一一一六
一一一双
一一一人

い
込
め
ば
喰
い
込
む
ほ
ど
、
機
帯
則
的
の

こ
の
刷
機
係
冶
縦
一
刑
す
れ
ば
次
の
お
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又
w

い
の
も
の
は
農
業
の
非
農
業
部
門

つ
と
め
て
州
問
機
集
約
的
に
は
し
り
，

岬
w
L

寺
村
片
手
い
し

た
臨
町
、
初

υt'↑“
安
針

p
h
y
~

か
か
ら
形
態
の
地
伐
の

印
ら
、
経
川
河
方
式
の
差
削
減
門
会
一
示
す
指
較
と
な
る

A
i
B
l
w
u
と
の
ふ
設
が
絡
ん
ど
な
く
な

っ
て
く
ゐ
か
ら
で
あ
"
。
。
か
か
る
鴎
係
も
亦
、
我
認
の
単
純
な
経
緯
方
式
命
議
定
す
る
大
き
な



火
ぬ

に
小
さ
く
な
り
、
従
つ

こ
と
が
少
く
な
ゐ
。
し
か
も
こ
れ
に
拍
車
や
か
け
て
い
ゐ

の
が
農
民
の
開
の
土
地
飢
畿
、
邸
ち
、
農
地
に
制
す
る
競
争
の

J
民
業
の
安
本
主
義
化
が
議
み
￥
悲
業
経
慌
が
企
業
化
す
る
に
従
い
、

の
第
二
形
識
の
比
重
も
部
一
時
に
大
き
く
な
り
、
錨
地
強
作
の
送
業
が
出
来
上
っ
て
い
く
。 パ
ラ
イ
テ
イ
や
多
く
す
ゐ
。
こ
の

]
》
‘

向
凶
宇
d

じ
よ ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
経
待
形
態
の
パ
ラ
イ
テ
イ
七
信
義
富
む
し
て
い
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
一
八
七

0
年
代
の
農
業
恐
怖
以
後
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
総
潤
地
代
の
減
少
々
招
来
し
七
結
問
別
で
あ
る
。
そ
し
て
怒
器
地
代
の
比
重
が
下
り
、
埠
知
的
投
資

議
作
が
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

ゐ
に
従
い
、

山

公

う

変

マ

も

な

く

、

ョ

1
口

VP
パ

に

お

い

っ

て

い

た

。

土

刷

所

布

の

磁

占

的

役

笠

そ

山
積
々
甚
だ
し
ぐ
す
る
人
口
約
加
の
お
か
げ
一
々
、
与
え
鈴
ら
に
潟
凶
作
の
絞
殺
は
、
こ
の
測
点
そ
い
て
お
厳
し
允
0

・
:
;
・
閉
し
て
総
鈎
桃
代

は
低
下
し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
特
に
努
働
総
妓
仁
有
利
と
た
っ
た
。
そ
の
役
…
…
灯
、
か
七
い
ろ
い
ろ
と
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い

話
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
絡
に
抑
制
来
的
に
は
総
務
執
代
の
低
下
に
腕
そ
ら
あ
ベ
々
、
も
の
で
や
め
る
。

(
町
内
・
州
内
き
件
前
日
内
U
H
W

凶
)
同
時
入
山
間
円
由
民
円
血
肉

p
m
w
v

∞
タ
出
向
援
認
岩
波
阪
上
、
一
間
三
氏
)
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州
問
え
ば
、

4
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、

ア
メ
リ
ツ
カ
か
ら
の
安
慣
な
小
姿
の
流
入
に
よ
っ
て
、
小
務
作
在
主
惜
と
す
る

は
緯
持
出
来
な
く
な
ザ
、
こ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
潟
産
の
等
入
が
問
者
に
な
っ
た
の
で
み
る
が
、

所
釦
…
脳
地
作
化
が
貌
わ
れ
允
J

際
大
な
緋
柏
崎

一
方
に
お
い
て
小
副
会
栽
絡
は
総
沃
な
る

て〉

れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
初
め
よ
り
総
器
地
代
の
比
重
が
小
さ
く
‘
地
域
の
諜
大
さ
と

〉

、〆命恥、、，
o
r
、

/

w

吋

t
L
u
、
z'R

じ
現
わ
れ
ゐ

出
ア
メ
ザ
カ
折
、
は
綿
花
地
裕
、

九
O
O
の
額
控
h
k
数
え
得
る
と
い
う
。

(
M
E
H福
岡
山
出
向
同
盟
円

F
円玄
p
d〈
寄
り
出
普
門
刊
誌
Mgμ
同
盟
同
∞
目
。
唱

M
M
W
M
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パ
タ
イ
テ
イ
J
W
多
ぐ
現
夜



錦
作
の
紘
に
沿
う
柿
力
性
の
あ
る
経
符
方
式
命
令
地
帯
に
樹
立
す
る
に
は
、
絶
設
地
代
の
抵
下
が
必
要
で

告
来
の
地
主
総
戊
一
に
大
き
な
援
卒
沿
興
え
大
農
地
改
革
の
窓
設
は
大
き
い
。
七
、
花
、
こ
の
場
令
、
前
題
に
現
わ
れ
て

の
は
、
本
来
の
油
小
法
的
土
地
問
有
(
ほ
作
小
山
川
〉
で
あ
り
，
か
か
"
。
意
味
で
の
結
封
地
代
の
消
滅
で
あ
る
。
絞
っ
て
、
議
小
農
的
土

地
所
有
に
非
う
と
こ
ろ
の
低
い
農
産
物
部
絡
は
骨
史
家
自
ら
お
乎
に
牧
む
べ
き
経
封
地
代
議
分
暗
殺
保
詑
し
な
い
し
、
農
家
犠
々
の
資
本
カ
は

そ
の
九
浅
ま
ち
後
弱
で
あ
っ
て
、
討
議
地
代
の
絞
殺
も
大
七
り
得
な
い
の
が
綴
訟
で
あ
る
。

V
へ
奄
幾
地
改
革
に
よ
っ
て
、
小
作
料
は
大

げ
ら
れ
、
し
か
も
定
額
金
納
制
と
な
っ
た
が
、
の
負
挑
む
が
噌
却
し
た
た
め
、
そ
の
効
果
が
糧
問
押
さ
れ
な
く
な
っ
て
い

我
践
に
お
い
て
も
も

あ
る
。
こ
の

一防こ
"。。

可
も
こ
ナ
よ
れ
も
宮
ふ
凶
山
山
山
口
こ
蔀
こ
ー

ふ
斗
t

J

A乍
士

4
i
i
/
l

自
己
資
本
の
苔
疫
が
中
仲
間
部
心
行
わ
れ
ざ
る
税
段
ぬ
閉
じ
お
い
て
は
、
の
操
作
が

又
、
地
代
が
制
決
別
総
代
で
あ
ら
限
り
、
ぞ
れ
は
競
争
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
こ
れ
が
絡
弱
地
代
で
あ
る
際
、
争
等
繍
占
に
よ
っ
て
作
り
出

さ
れ
"
の
。
我
踏
の
終
答
方
式
が
感
純
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
又
我
践
に
は
自
由
泣
併
が
微
弱
で
わ
つ
に
こ
と
と
関
係
ふ
そ
も

av 

〆

っ
て
い
る
。
獄
中
、
海
外
か
ら

や
が
て
か
か
ゐ

立
す

っ
と
資
本
の
導
入
が
必
嬰
で
あ
る
。
こ
と

つ
も
の
と
思
わ
れ
ゐ
。
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て
い
た
、
」

か
つ
て
カ
が
あ
る
α

熱
し
、
海
外
か
ら
の
磁
令
が
増
加
す
る
に
つ
れ

ざ
る
在
持
な
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ら
う
。
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